
【WEB講座】第３回「接着技術者スキルアップ講座」開催のご案内 
 

主催（一社）日本接着学会 構造接着・精密接着研究会 
 
新型コロナウィルスの感染拡大防止のために延期しておりました頭記講座を＜WEB講座＞として、下記の要領

で開催することとなりました。ここにあらためてご案内とご聴講のお申し込み受付を開始させていただきます。 
 ※２月に予定していた集合講座にお申し込みされた方も、再度のお申し込みをお願いいたします。 
 
１．「接着技術者スキルアップ講座」について 
構造接着研究会では、接着剤を用いる製品組立における接着の品質向上を目的として、製品の開発・設計・製

造・品質業務などに関わる技術者の技術力向上を図るために、2016 年度より「接着適用技術者養成講座（4 日間

講座）」を開催しています。この講座では、高信頼性・高品質接着に必要な要素技術とその最適化について講義

しています。 
接着技術者スキルアップ講座は、養成講座で関心が高かったテーマを取り上げ、さまざまな状態や現象を広い

観点で俯瞰し、その上で「接着」と「他の要求機能」を両立させるためには何が必要か、何をすべきかを考える

ための知識を基礎から実践レベルまで習得していただくことを目的としています。接着を使う立場の技術者、接

着用材料を開発・製造される立場の技術者の双方に有益です。 
今回の第 3 回目は、「プラスチックの表面処理、表面改質」をテーマとして、プラスチック、接着の基礎から

表面処理、表面改質の実例までを、この道の第一人者である金沢工業大学名誉教授の小川俊夫先生に分かりやす

く解説いただきます。 
なお、受講者には、テキストの他に、小川先生著書「プラスチックの表面処理と接着」を配布します。 
接着適用技術者養成講座を受講されていない方、構造接着・精密接着研究会や日本接着学会の非会員の方でも

参加可能ですので、この機会に奮ってご参加下さい。御社内外の関係者への展開もよろしくお願いいたします。 
 
２．第３回「接着技術者スキルアップ講座」の実施要領 
■日 時  2020 年10 月 29 日(木)   10:00～17:00  WEB配信 
■テーマ  「プラスチックの性質と接着のための表面処理、表面改質」 
■講 師  金沢工業大学 名誉教授 小川俊夫先生 
■プログラム ※詳細は、https://www.struct-adhesion.org/skillup/  をご覧ください。 
１．プラスチックの基礎 
２．表面と接着 
３．接着の基本 
４．凹凸効果による結合 
５．接着強度 
６．表面処理 
７．表面処理に伴う分子構造の変化 
８．表面処理のキャラクタリゼーション 
９．表面 

  
■受講料（消費税別）（一名当たり） 
①第１回～第５回接着適用技術者養成講座受講者      5,000 円 
②構造接着・精密接着研究会会員（企業会員、団体会員、個人会員）   10,000 円 

※企業会員は、複数名のお申込ができます。 
③日本接着学会会員（法人会員、個人会員）    15,000 円 

※法人会員は、複数名のお申込ができます。 
④学生        無料（書籍の配布はありません） 
⑤上記以外の方        20,000 円 

※接着学会法人会員に配布の催し物優待券は使用できません。 
※構造接着・精密接着研究会の企業・団体会員名簿は、https://www.struct-adhesion.org/memberlist/ をご覧下さい。 
※日本接着学会の法人会員リストは、http://www.adhesion.or.jp/about/membership をご覧下さい。 
 
■申込締切日  2020年10月21日(水) 
 
■受講料のお支払い  事務局より請求書をお送りいたします。お支払い期限：11月30 日 



 
■テキストについて  事前に、ホームページ https://www.struct-adhesion.org/skillup/ に、pdf ファイルを掲載し、開 
封パスワードをご連絡いたします。紙での配布は行いません。（著書は、郵送で配布いたします。） 

 
■聴講申込方法、その他詳細   https://www.struct-adhesion.org/skillup/ をご覧下さい。 
 
■問合せ先 一般社団法人 日本接着学会 構造接着研究会事務局 

〒224-0003  神奈川県横浜市都筑区中川中央 1-28-22-201 
TEL. 045-479-8855 
E-mail : jimu@struct-adhesion.sakura.ne.jp 

 
※本講座で使用されるテキストおよびプレゼン資料の著作権は講師に帰属します。 
 講師の許可なく複製、転用、販売などの二次利用をすることを固く禁じます。 
 また、講義の録音、録画などの行為を禁止いたします。（複数のPCでの視聴やプロジェクターでの投影を含み

ます） 

 
  



 
*********************************************************** 

「プラスチックの性質と接着のための表面処理、表面改質」 
講師：金沢工業大学  名誉教授  小川俊夫先生 
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